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特記事項

※　　　　 部分は、軒裏ｽﾗﾌﾞの劣化を調査の上、

　　　　　 下地補修を行うこと。

※　　　　 部分のLGSは、吊りﾎﾞﾙﾄ@900･野縁@300

　　　　　 とする。

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 下地改修凡例

外

部

仕

上

表

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ ｶﾗｰVP100φ ｶﾗｰVP100φ
外壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 手摺1 DP塗替 竪樋 撤去 新設 壁天端 防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E 下地改修+塗膜防水(X-2) ■下地改修･･ 下記1,2,3を行う。　手摺子16φ @1500 SOP塗 (支持金物共) (支持金物共)

ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ
柱型 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 手摺2 DP塗替 飾り桝 塩ﾋﾞ製 撤去 塩ﾋﾞ製 新設 壁 防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 1､下地処理･･　手摺子16φ @1500 SOP塗

ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工 ・高圧水洗工法
梁型 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 軒樋 清掃 軒樋 塩ﾋﾞ製W120 撤去 塩ﾋﾞ製W120 新設 天井 LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃

ﾌｯ素樹脂焼付 2､下地補修･･
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工

袖壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 玄関庇 清掃 幅木 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上 下地改修 ・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修ﾌｯ素樹脂焼付

3､下地調整材･･外壁 小口ﾀｲﾙ張 下地補修+水洗い 屋根 ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃 軒裏 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E
改修建具を示す ・下地調整材C-2側溝 LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6 LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗

天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗 下地補修+塗膜防水(X-2) － ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上 存置 軒裏
立上り 　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去 　　　　　　　　　　　新設
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　・撤去樹木：(H=4.0,C=0.1,W=1.5)×14本
　・新設樹木：ｱﾗｶｼ(H=3.0,C=0.12,W=0.8)×14本
　・新設樹木：ｻﾂｷﾂﾂｼﾞ(H=0.3)×140本
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1階天井伏図 1:100

１階平面図　　Ｓ＝１/１００ ２階平面図　　Ｓ＝１/１００

１階天井伏図　　Ｓ＝１/１００ ２階天井伏図　　Ｓ＝１/１００
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株 式 会 社 小 笠 原 設 計
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管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号
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14

工事名

図面名

縮 尺
設 計

図 面平成３０年３月（修正：令和３年５月）

発注者 吹 田 市 水 道 部 番 号
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管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号
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図面名

設 計

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

3階 4階 平面図 ･ﾊﾞﾙｺﾆｰ天 井 伏図

部 庁舎 (本 館 )外 壁改 修 工事
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改修建具を示す

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

柱型1b

梁型

袖壁

外壁 下地補修+水洗い2

天端 下地補修+塗膜防水(X-2)3

手摺14a

手摺24b

竪樋

飾り桝 撤去

撤去

新設

新設

1c 軒樋 新設

幅木

屋根

側溝
立上り

6

5a 軒樋

5b 玄関庇

7

9

10

8

11

外

部

仕

上

表

外壁

12 軒裏

■下地改修･･

下地改修凡例

下記1,2,3を行う。

2､下地補修･･

・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修

3､下地調整材･･

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

軒裏13

14 壁天端1a

1d

15 壁

16 天井

小口ﾀｲﾙ張

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

1､下地処理･･

・高圧水洗工法

DP塗替

DP塗替ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

清掃ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

清掃ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

塩ﾋﾞ製 塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製W120 塩ﾋﾞ製W120

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E

下地改修+塗膜防水(X-2)

LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃

下地改修+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗
　　　　　　　　　　　新設

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6
　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去

バルコニー

5a

存置

下地改修

14

株 式 会 社 小 笠 原 設 計
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350斜線部：下地調整の上
ウレタン塗膜防水(X-2) 改修

平成３０年３月（修正：令和３年５月）

仮設ケーブルとしてＳ－５Ｃ－ＦＢｘ５ｍを敷設、接続
改修工事完了後、元の位置に復旧。ＩＴＶカメラ設定調整も本工事とする。

仮設足場設置に伴い、仮設足場外部へ既設ＩＴＶカメラを仮移設

・下地調整材C-2

17 軒裏 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 EP塗 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 EP塗替
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1:100

図面名

設 計

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

部庁 舎 (本館 )外 壁 改修 工 事

A-08

Ｒ階平面図　　Ｓ＝１/１００
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屋上

バルコニー庇

バルコニー庇
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階段（２）

EV機械室消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

改修建具を示す

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

柱型1b

梁型

袖壁

外壁 下地補修+水洗い2

天端 下地補修+塗膜防水(X-2)3

手摺14a

手摺24b

竪樋

飾り桝 撤去

撤去

新設

新設

1c 軒樋 新設

幅木

屋根

側溝
立上り

6

5a 軒樋

5b 玄関庇

7

9

10

8

11

外

部

仕

上

表

外壁

12 軒裏

■下地改修･･

下地改修凡例

下記1,2,3を行う。

2､下地補修･･

・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修

3､下地調整材･･

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

軒裏13

14 壁天端1a

1d

15 壁

16 天井

小口ﾀｲﾙ張

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

1､下地処理･･

・高圧水洗工法

DP塗替

DP塗替ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

清掃ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

清掃ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

塩ﾋﾞ製 塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製W120 塩ﾋﾞ製W120

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E

下地改修+塗膜防水(X-2)

LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃

下地改修+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗
　　　　　　　　　　　新設

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6
　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去

R階 平面 図

存置

下地改修

14

株 式 会 社 小 笠 原 設 計

24,000

6,000 3,000 6,000 3,000 6,000

1,500 1,500

7,000

7
,0

00

2
4
,
0
00

9
,
0
0
0

6
,
0
0
0

9,
0
0
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3
,
5
0
0

2
,
00
0

1
,
5
0
0

3
,
5
0
0

2
,
0
0
0

1
,
5
0
0

200 8001,000

1,850 300

20
0

85
0

20
0

350 1,975

1,
55

0

350 350

30
0

30
0

200 200

20
0

20
0

平成３０年３月（修正：令和３年５月）
・下地調整材C-2
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目地シーリング(PU-2 W25)撤去新設

目地シーリング(PU-2 W25)撤去新設

目地シーリング(PU-2 W25)撤去新設

目地シーリング (PU-2 W25)撤去新設

下地補修内容

劣化状況 設計数量 補修工法

ﾀｲﾙ浮き 2.6㎡ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

1.3㎡ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ﾀｲﾙｸﾗｯｸ 2.0m ﾀｲﾙ部分張替工法(小口ﾀｲﾙ撤去新設)

1.0m 樹脂注入工法(硬質形ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ 227m 樹脂注入工法(硬質形ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

Uｶｯﾄｼｰﾙ充てん工法(可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂)
114m ＜ア下＞撤去W0.1×L11.4

ﾓﾙﾀﾙ浮き 78㎡ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

39㎡ ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ﾓﾙﾀﾙｸﾗｯｸ 210m 樹脂注入工法(硬質形ｴﾎﾟｷｼ樹脂)

Uｶｯﾄｼｰﾙ充てん工法(可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂)
105m ＜ア下＞撤去W0.1×L10.5

充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)露筋 750箇所
100×100×30　750箇所

※下地補修箇所について、外部足場設置後、事前調査・ﾏｰｷﾝｸﾞ等

　を行い、監督員と協議の上施工数量を決定すること。

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上 下地改修凡例

外

部

仕

上

表

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ ｶﾗｰVP100φ ｶﾗｰVP100φ外壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 手摺1 DP塗替 竪樋 撤去 新設 壁天端 防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E 下地改修+塗膜防水(X-2) ■下地改修･･ 下記1,2,3を行う。　手摺子16φ @1500 SOP塗 (支持金物共) (支持金物共)
ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ

柱型 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 手摺2 DP塗替 飾り桝 塩ﾋﾞ製 撤去 塩ﾋﾞ製 新設 壁 防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 1､下地処理･･　手摺子16φ @1500 SOP塗
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工 ・高圧水洗工法

梁型 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 軒樋 清掃 軒樋 塩ﾋﾞ製W120 撤去 塩ﾋﾞ製W120 新設 天井 LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃
ﾌｯ素樹脂焼付 2､下地補修･･
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工

袖壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E 下地改修+防水型複層塗材E 玄関庇 清掃 幅木 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上 下地改修 ・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修ﾌｯ素樹脂焼付

3､下地調整材･･外壁 小口ﾀｲﾙ張 下地補修+水洗い 屋根 ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃 軒裏 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E

・下地調整材C-2側溝 LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6 LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗
天端 防水ﾓﾙﾀﾙ塗 下地補修+塗膜防水(X-2) ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上 存置 軒裏 目地 ｼｰﾘﾝｸﾞPU-2(25×10) 撤去 ｼｰﾘﾝｸﾞPU-2(25×10) 新設

立上り 　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去 　　　　　　　　　　　新設

ﾊｯﾁ部
横壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｱ)30[ア成] 撤去の上、　
樹脂ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)30+防水型複層塗材E 新設

ﾊｯﾁ部
横壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｱ)30 撤去の上、　　　　
樹脂ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)30+防水型複層塗材E 新設

9 1a 4b 1a 9 1d 1d

8

1d

8
1d

1d 1d

88

1c1a

4a 1a 1c 1c
1c 1c

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
1c 　手摺子16φ @300 DP塗替

8

4a5b

5b1c
5a

5b

1c 1c
1c 1c

1c

1c

1a 1a 2 1a 5b 1b 5b 1a 1a 1a 7 1a 1a

11

ｱﾙﾐ製庇:W2000×D300
一時撤去復旧

9 1a 2 1b 4b 1a 1a 1d 1d 92

1d 1d
8

1d

8
1d

1d 1d

88

1d1a 1a

1c 1c
1c 1c

1c ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
　手摺子16φ @300 DP塗替

8

4a 5b

ﾃﾝﾄ庇:W2650×D1000
一時撤去復旧

1c

ﾃﾝﾄ庇:W2650×D1000
1c 　　　一時撤去復旧

1c 1c
1c

ｵｰﾆﾝｸﾞ:W2000×D1000
　　　 一時撤去復旧8

8

竪樋: 竪樋:
SUS HL 80φ SUS HL 80φ1a 6 5a 11 1a 1a 7 7 1a 1a 1a 5b
撤去新設(支持金物共) 撤去新設(支持金物共) 11

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ面:下地改修+防水型複層塗材E

1a 4a 8 14

1b 4b 9 15

1c 5a 16

1d 5b 11

2 6 12

3 7 13

南側立面図 東側立面図1：100 1：100

北側立面図 西側立面図1：100 1：100

ドーム型カメラ 仮移設・復旧

部 庁 舎 (本館 )外 壁改 修 工事

立 面 図

株 式 会 社 小 笠 原 設 計
1:100

１ 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 府 知 事 登 録 （ タ ） 第 593号

管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号

A-09

14

工事名

図面名

縮 尺
設 計

図 面平成３０年３月（修正：令和３年５月）

発注者 吹 田 市 水 道 部 番 号

10
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１ 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 府 知 事 登 録 （ タ ） 第 593号

管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号

図面名

設 計

平成　３０年　３月

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

断 面詳細 図 (1)

部 庁舎 (本館 )外壁改 修工事

A-10

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

柱型1b

梁型

袖壁

外壁 下地補修+水洗い2

天端 下地補修+塗膜防水(X-2)3

手摺14a

手摺24b

竪樋

飾り桝 撤去

撤去

新設

新設

1c 軒樋 新設

幅木

屋根

側溝
立上り

6

5a 軒樋

5b 玄関庇

7

9

10

8

11

外

部

仕

上

表

外壁

12 軒裏

■下地改修･･

下地改修凡例

下記1,2,3を行う。

2､下地補修･･

・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修

3､下地調整材･･

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

軒裏13

14 壁天端1a

1d

15 壁

16 天井

小口ﾀｲﾙ張

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

1､下地処理･･

・高圧水洗工法

DP塗替

DP塗替ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

清掃ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

清掃
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

塩ﾋﾞ製 塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製W120 塩ﾋﾞ製W120

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E

下地改修+塗膜防水(X-2)

LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃

下地改修+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗
　　　　　　　　　　　新設

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6
　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去

1a

1a

1a

1a

14

13

1a

1c

1c

1a

1a

1a

1c

1c

1a

13

14

OPEN

OPEN

1a

1a

1b

1b

1c

3

4a

1a

1b

1b

1d

1d

1d

1a4周とも

1a4周とも

4b

4b

1d

2

OPEN

OPEN

1b

1b

1d

1d

1a

4b

4b

1d

4周とも

1c

12

2

4a

1a

15

14
4a

15

2
1c

12

1a

2
1c

12

1a

2 2

1a

1c

12
1a

1c

12

2 2

1a

14

13

1a 4周とも

1a

1c

1a

1a

6

1a 1c

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

1:50

1c

下地改修

存置 14

清掃

固定金物 新設
FB-6×50

固定金物 新設
FB-6×50

固定金物 新設
FB-6×50

FB-6×50

吊りﾎﾞﾙﾄ@900

野縁@300

株 式 会 社 小 笠 原 設 計

固定金物 新設

下地調整のうえ
ウレタン塗膜防水(X-2)改修

バルコニー

断面図 1:10

固定金物 詳細図 1:10

※固定金物は、横壁部全箇所に設置すること。

バルコニー

平面図 1:10

立面図 1:10

固定金物 新設
FB-6×50 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上

袖壁
手摺

横壁

金属系ｱﾝｶｰM6

金属系ｱﾝｶｰM6

金属系ｱﾝｶｰM6金属系ｱﾝｶｰM6

袖壁

固定金物 新設
FB-6×50 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上

横壁

袖壁

横壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｱ)30[ア成] 撤去の上、　
樹脂ﾓﾙﾀﾙ(ｱ)30+防水型複層塗材E 新設
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B-B断面詳細図 1:50
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A-A断面詳細図 1:50
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・下地調整材C-2
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16

16
5b

5b

玄関 天井伏図 1:100

植栽

１ 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 府 知 事 登 録 （ タ ） 第 593号

管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号

図面名

設 計

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

断 面詳 細 図 (2)

部 庁舎 (本 館 )外 壁 改修 工事

1a

1a

1a

1d 1d

1a

1a

1d

1a

1a

1a

14 14

1a

1a

1a

14

1d

1d

1d

5b

5b 5b

5b

5b 16

16

A-11

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

柱型1b

梁型

袖壁

外壁 下地補修+水洗い2

天端 下地補修+塗膜防水(X-2)3

手摺14a

手摺24b

竪樋

飾り桝 撤去

撤去

新設

新設

1c 軒樋 新設

幅木

屋根

側溝
立上り

6

5a 軒樋

5b 玄関庇

7

9

10

8

11

外

部

仕

上

表

外壁

12 軒裏

■下地改修･･

下地改修凡例

下記1,2,3を行う。

2､下地補修･･

・ｸﾗｯｸ,浮き,欠損,露筋の補修

3､下地調整材･･

記号 部位 現況仕上 改修後仕上 記号 部位 現況仕上 改修後仕上

軒裏13

14 壁天端1a

1d

15 壁

16 天井

小口ﾀｲﾙ張

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

下地改修+防水型複層塗材E

1､下地処理･･

・高圧水洗工法

DP塗替

DP塗替
ｽﾁｰﾙ製手摺GP50φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ(ｱ)0.4 清掃

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

清掃
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

清掃
ｱﾙﾐPL2.0曲げ加工
ﾌｯ素樹脂焼付

塩ﾋﾞ製 塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製W120 塩ﾋﾞ製W120

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｶﾗｰVP100φ
(支持金物共)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+外装薄塗材E 下地改修+外装薄塗材E

下地改修+塗膜防水(X-2)

LGS+ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 清掃

下地改修+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

防水ﾓﾙﾀﾙ+防水型複層塗材E

撤去

ｽﾁｰﾙ製手摺GP100φ
　手摺子16φ @1500 SOP塗

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6+EP塗
　　　　　　　　　　　新設

LGS+ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ｱ)6
　[ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板]+EP塗 撤去

1:50

存置

下地改修
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鋼製ガラリ H830xW770 DP塗替

平成３０年３月（修正：令和３年５月）

X6X5

EV機械室

X6X1

X1 X2

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

GL

1FL

2FL

3FL

4FL

RFL

GL

1FL

2FL

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

風除室玄関ﾎﾟｰﾁ

Y1

C-C断面詳細図 1:50

F-F断面詳細図 1:50

D-D断面詳細図 1:50

X1

ﾘﾌﾄ

RFL

E-E断面詳細図 1:50

X1

ﾌｧﾝﾙｰﾑ

RFL

350

1,500
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0
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0
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0
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0
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10

0
4,
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0
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0
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30
0

30
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350

1,500200 8001,000

30
0
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0

4,
46

0

400

85

9,480

1,850 300

500 1,150 200

1,975

150

350
150

150

40
15

0

50
0

1,
05

0
1,

10
0

95
0

50
0

80
0 2,
22

0

92
0

40
15

0

40
15

0

2,
50
0

100

4,
50

0
25
0

4,
16

0
90
0

20
0

3,
96

0

650

100

2,
87

0
1,
29

0

765 6,150 330 200

3,0007,245

220 175

6,000 6,000

X4

Y1

X3

玄関ﾎﾟｰﾁ

玄関

6,000 765765

100 7,330 100

76
5

9,
48
0

6,
59

5

10
0

6,
49

5

65
0

3,
00

0

90
0

2,
75

0

・下地調整材C-2

17 軒裏 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 EP塗 ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 EP塗替



１ 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 府 知 事 登 録 （ タ ） 第 593号

管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号

1:100

図面名

設 計

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

部 庁 舎 (本 館 )外 壁改 修 工事□建具種別

ＡＤ　　　アルミ製戸
ＳＤ　　　鋼製戸
ＬＳＤ　　軽量鋼製戸
ＳＳＤ　　ステンレス製戸
ＷＤ　　　木製戸
ＡＷ　　　アルミ製窓
ＳＷ　　　鋼製窓
ＳＳＷ　　ステンレス製窓
ＷＷ　　　木製窓

ＡＧ　　　アルミ製ガラリ
ＳＧ　　　鋼製ガラリ
ＳＳＧ　　ステンレス製ガラリ
ＷＧ　　　木製ガラリ
ＳＳ　　　鋼製重量シャッター
ＬＳＳ　　鋼製軽量シャッター
ＲＳＳ　　グリルシャッター

ＳＦ　　　鋼製三方枠
ＳＳＦ　　ステンレス製三方枠
ＡＰ　　　アルミ製パーティション
ＳＰ　　　鋼製パーティション
ＡＣＷ　　アルミ製カーテンウォール
ＴＢ　　　トイレブース

改修建具表

符号
　
(H)

寸法
　　

　
(W)型式

AW
3

AW
4

AW
5

AW
6

AW
7

AW
8

AW
9 2105 2345ｱﾙﾐ製引き違い窓、ﾗﾝﾏ外倒し

AW
10 ｱﾙﾐ製引き違い窓 2200 1780

1780
AW
11

ｱﾙﾐ製引き違い窓、袖嵌め殺し 2100

ｱﾙﾐ製4連引き違い窓、ﾗﾝﾏ嵌め殺し

5200 1810

5290 3075

ｱﾙﾐ製2連引き違い窓、両袖嵌め殺し、ﾗﾝﾏ外倒し

ｱﾙﾐ製2連引き違い窓、袖片開き戸
4085 1775

1015 2695

AW
2

5110 1775ｱﾙﾐ製2連引き違い窓、両袖嵌め殺し

ｱﾙﾐ製2連引き違い窓、両袖嵌め殺し、ﾗﾝﾏ外倒し 5180 2370

1775ｱﾙﾐ製2連引き違い窓、両袖嵌め殺し 5100

AW
12

ｱﾙﾐ製引き違い窓 2200 1810

1600
AW
14

ｱﾙﾐ製2連引き違い窓 3670

ｱﾙﾐ製回転窓

ｱﾙﾐ製回転窓、ﾗﾝﾏ嵌め殺し

400 200

600 2550

ｱﾙﾐ製引き違い窓
AW
13

1200 1600

AW
16

ｱﾙﾐ製回転窓 600 600

ｱﾙﾐ製引き違い窓 1600
AW
15

1800

ｱﾙﾐ製引き違い窓
AW
17 2050 1100

ｱﾙﾐ製引き違い窓 1100
AW
18 1650

1階 2階 3階 合計 改修内容4階 R階

1

1

3 33

1

1

1

11

1

1

1

2

2

2 2

21

2

2

2

2

1

1 1

1

1

ｱﾙﾐ製引き違い窓、袖嵌め殺し、ﾗﾝﾏ外倒し 2100 2605 1

AD
1

ｱﾙﾐ製引き違い窓、一部嵌め殺し、袖片開き戸

1810

900 2610

4300
ｱﾙﾐ製引き違い窓、一部嵌め殺し、袖片開き戸

AD
2

7300 1810

900 2610

AD
4

ｱﾙﾐ製嵌め殺し窓、袖片開き戸 2100 2630

AD
3

ｱﾙﾐ製親子開き戸 1200 2000

AD
7 ｱﾙﾐ製引き違い窓、一部片開き戸、袖嵌め殺し

4210 1775

900 2695

AD
5

ｱﾙﾐ製片開き戸、ﾗﾝﾏ嵌め殺し 600 2550

AD
6 ｱﾙﾐ製片開き戸 800 1850

1

1 1

1

1

1

1

1

1

2050 1100
AG
1 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ

SD
1

ｽﾁｰﾙ製片開き戸 900 2000

SSD
1

ｽﾃﾝﾚｽ製自動ﾄﾞｱ、両袖ﾗﾝﾏ嵌め殺し 5300 2855

SD
4 ｽﾁｰﾙ製親子開き戸 1500 2000

ｽﾁｰﾙ製片開き戸
SD
5 1000 1200

ｽﾁｰﾙ製片開き戸 900
SD
2

1740

SD
3

ｽﾁｰﾙ製両開き戸 2000 2550

11001650
AG
2

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ
AG
3

500 520

1

1

1

2

1

3

1

1

1

700 2000 1

SG
1

ｽﾁｰﾙ製ｶﾞﾗﾘ 500 500

ｽﾁｰﾙ製ｶﾞﾗﾘ
SG
2

750 800

2

1

改 修 建具 表

AW
19

SD
6

2

9

3

6

1

2

1

1

1

4

2

2

2

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

2

2

AW
1

A-12

ｽﾁｰﾙ製片開き戸 (ｶﾞﾗｽ:500×500)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃

※建具･ｶﾞﾗｽ清掃は、汚れ落とし、水拭き程度とする。
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建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

DP塗替、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)

建具･ｶﾞﾗｽ清掃、4周ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2、15×10)



進入

配置図 1:300

道路

第２汚泥槽

ポンプ室

第１汚泥槽

気曝槽

受配電設備

ポンプ室

急速ろ過池

道路

ポンプ室

道路

洗浄水槽

PAC貯槽室

守衛室

Ｎ

特記事項

※

※

改修建物を示す

主要出入口を示す

仮設計画 凡例

１ 級 建 築 士 事 務 所 大 阪 府 知 事 登 録 （ タ ） 第 593号

管 理 建 築 士  辻  英 明  １ 級 建 築 士 登 録 番 号 第 293456号

図面名

設 計

工事名

縮 尺

図 面

番 号発注者 吹 田 市 水 道 部

1:300

仮 設計 画 配置 図 (参考図 )

A-13

部 庁舎 (本 館 )外 壁 改修 工 事

渡り廊下

本館

No,1配水池

修繕倉庫

浴室棟

薬品注入室

高速沈殿池

第一別館

沈殿池

フロック形成池

下部既存 No.２配水池

自家発

高度浄水処理棟

高度浄水処理棟

第二別館

急速ろ過池

渡
り
廊
下

自
転
車
置
場

14

自家発電機

株 式 会 社 小 笠 原 設 計
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外部足場(枠組足場W900+防音シート張)
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